
【2年】題材 
時
数 

指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度

B
⾐
⽣
活 
   
１. 
⽬
的
に
応
じ
た
⾐
服
の
選
択 

①⾐服で伝わ
るメッセー
ジ 

 

1 B(4) 
アイ 

○⾐服の社会⽣活上のはたらきが
わかる。 

・TPOを設定し，ワークシートに
適した⾐服のデザイン画を記⼊
する。 

・⾐服と社会⽣活
との関わりにつ
いて理解してい
る。 

・⽬的に応じた着
⽤について理解
している。 

・⾐服の選択に
ついて問題を
⾒いだして課
題を設定して
いる。 

・⾐服の選択につ
いて，課題の解
決に主体的に取
り組もうとして
いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・よりよい⽣活の

実現に向けて，
⾐服の選択につ
いて，⽣活を⼯
夫し創造し，実
践しようとして
いる。 

②⾃分らしく
コーディネ
ート 

1 B(4) 
ア 

○⾃分らしい着⽅を⼯夫すること
ができる。 

・班ごとに⾃分の似合う⾊を⾒つ
ける実験をする。 

・個性を⽣かす着
⽤について理解
している。 

 

③つなげよう
和服の⽂化 

 

1 B(4) 
ア 

○和服の⽂化に関⼼をもち，和服
の着⽅を知る。 

・ゆかたの着装を通して，和服の
特徴を知る。 

・⾐服と社会⽣活
との関わりにつ
いて理解してい
る。 

 

④上⼿な⾐服
の選択 

1 B(4) 
アイ 

○⾃分の⾐服計画が⽴てられる。
○既製服を選ぶポイントがわか

る。 
・⼿持ちの⾐服で着ないものや着

られなくなったものを点検す
る。 

・調べた⾐服の表⽰とその意味を
確認する。 

・「⽣活にいかそう」にとりく
み，⾃分の考えをまとめる。 

・⾐服の計画的な
活⽤の必要性に
ついて理解して
いる 

・⾐服の選択に
ついて，解決
策を構想し，
実践を評価・
改善し，考察
したことを論
理的に表現し
ている。 

B  
２. 
 
⽇
常
着
の
⼿
⼊
れ
と
保
管 

①まかせて⾐
服の⼿⼊れ 
 

1 B(4) 
アイ 

○⾐服の状態に応じた⼿⼊れの必
要性がわかり，適切な⼿⼊れが
できる。 

・しみ抜きの体験など⾐服の状態
に応じた⼿⼊れの必要性を理解
し，適切に⼿⼊れができる。 

・⾐服の材料や状
態に応じた⽇常
着の⼿⼊れにつ
いて理解してい
る。 

・⽇常着の⼿⼊
れについて問
題を⾒いだし
て課題を設定
している。 

・⽇常着の⼿⼊れ
について，課題
の解決に主体的
に取り組もうと
している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・よりよい⽣活の

実現に向けて，
⽇常着の⼿⼊れ
について，⽣活
を⼯夫し創造
し，実践しよう
としている。 

②布の繊維に
応じた⼿⼊
れ 

 

1 B(4) 
ア 

○取扱い表⽰の意味を理解し，⾐
服の素材に適した⼿⼊れの⽅法
を選択できる。 

・洗濯で縮んだセーターを⾒て，
なぜそうなったか考えるなど，
⾐服の素材や状態に応じた⼿⼊
れができる。 

・⾐服の材料や状
態に応じた⽇常
着の⼿⼊れにつ
いて理解してい
る。 

 

③めざそう洗
濯名⼈ 

 

1 B(4) 
ア 

○⾐服の素材に合った洗剤を選
び，適切な量を使⽤できる。 

・洗剤のはたらきの動画を視聴す
るなど科学的な理解を深め，⾐
服の素材に応じた洗濯が適切に
できる。 

・⾐服の材料や状
態に応じた⽇常
着の⼿⼊れにつ
いて理解してい
るとともに，適
切にできる。

 

④補修や収
納・保管 

1 B(4) 
ア 

○⾐服の傷みの状況に合わせた⽅
法で補修ができる。 

○⾐服に合わせた⽅法でアイロン
かけや収納・保管を適切に⾏う
ことができる。 

・「⽣活にいかそう」にとりく
み，⾃分の考えをまとめる。 

・⾐服の材料や状
態に応じた⽇常
着の⼿⼊れにつ
いて理解してい
るとともに，適
切にできる。 

・⽇常着の⼿⼊
れについて解
決策を構想
し，実践を評
価・改善し，
考察したこと
を論理的に表
現している。 



【2年】題材 
時
数 

指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度
B 
３. 
 
⽣
活
を
豊
か
に
す
る
も
の
の
製
作 

布による作
品で⽣活を
演出 
製作の基
礎・基本 

6 B(5) 
アイ 

○布を⽤いて⽣活を豊かにするも
のを考える。 

○製作の計画を⽴て，⼿縫いやミ
シン縫いで⽣活を豊かにするも
のをつくる。 

・⽣活を快適にしたり，資源や環
境に配慮したりするなど，⾃分
や家族，地域の⼈の⽣活を豊か
にするための物を製作する。 

・製作する物に適
した材料や縫い
⽅について理解
しているととも
に，⽤具を安全
に取り扱い，製
作が適切にでき
る。 

・資源や環境に
配慮し，⽣活
を豊かにする
ための布を⽤
いた物の製作
計画や製作に
ついて問題を
⾒いだして課
題を設定し，
解決策を構想
し，実践を評
価・改善し，
考察したこと
を論理的に表
現している。 

・よりよい⽣活の
実現に向けて，
⽣活を豊かにす
るための布を⽤
いた製作につい
て，課題の解決
に主体的に取り
組んだり，振り
返って改善した
りして，⽣活を
⼯夫し創造し，
実践しようとし
ている。 

⽣
活
の
課
題
と
実
践 

⽣活の課題
と実践 

2 B(7) 
C(3) 

○今まで学習してきた「家族・家
庭⽣活」「⾐⾷住の⽣活」「消費
⽣活・環境」の中からほかの内
容とも関連させて課題を設定し
て，課題解決に向けて計画を⽴
て実践できる。 

○実践したことをまとめ，発表
し，よりよい⽣活にするための
新たな課題を⾒つけ次の実践に
つなげられる。 

・これまでの学習を振り返り，改
善点や課題はないか⽣活を⾒直
す。 

・課題を解決したり，より豊かな
⽣活にしたりするための⼯夫を
考え，計画を⽴て実践する。 

・グループで発表し合い，計画を
⾒直す。 

・各⾃で実践したことをまとめ，
発表する。 

 ・⾃分や家族の
⾐⽣活や環境
について問題
を⾒いだして
課題を設定
し，解決策を
構想し，実践
を評価・改善
し，考察した
ことを論理的
に表現するな
どしている。 

 

・よりよい⽣活の
実現に向けて，
課題の解決に主
体的に取り組ん
だり，振り返っ
て改善したりし
て，⽣活を⼯夫
し創造し，実践
しようとしてい
る。 

B 
４. 
 
持
続
可
能
な
⾐
⽣
活 

持続可能な
⾐⽣活をめ
ざして 

1 B(4) 
(5) 
C(2) 

○資源や環境に配慮した⾐⽣活を
おくるために⼯夫できることを
考える。 

・持続可能な⾐⽣活を⽬指して，
⾐服計画を⽴て，⾐服の活⽤や
管理の⽅法を⼯夫する。 

 ・社会や環境に
配慮した⾐⽣
活について問
題を⾒いだし
て課題を設定
している。 

・社会や環境に
配慮した⾐⽣
活について考
え，⼯夫して
いる。 

・よりよい⾐⽣活
を⽬指して，⾐
服の選択や⼿⼊
れ，製作などに
ついて，⼯夫し
創造し，実践し
ようとしてい
る。 

・⾃⽴した消費者
として，社会や
環境について，
課題の解決に主
体的に取り組
み，⼯夫し創造
し，実践しよう
としている。 



【2年】題材 
時
数 

指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度
B  
住
⽣
活 
 
１. 
住
ま
い
の
は
た
ら
き
と
こ
こ
ち
よ
さ 

①住まいのは
たらき 

 

1 B(6) 
アイ 

○住まいの基本的な役割について
理解する。 

○⽇本の伝統的な住まいの特徴を
知る。 

・住まいの役割や基本的な機能に
ついて考え，各地の気候に合わ
せた住まいの特徴があることに
気づく。 

・住居の基本的な
機能について理
解している。 

 

・住⽣活につい
て問題を⾒い
だして課題を
設定してい
る。 

・家族や地域の
⼈々と協働し，
よりよい⽣活の
実現に向けて，
住居の機能と安
全な住まい⽅に
ついて，課題の
解決に主体的に
取り組んだり，
振り返って改善
したりして，⽣
活を⼯夫し創造
し，実践しよう
としている。 

②住まいの空
間 

1 B(6) 
アイ 

○住まいの空間の使い⽅について
理解する。 

○さまざまな⽣活によって，住ま
い⽅の⼯夫があることを理解す
る。 

・「⽣活にいかそう」にとりく
み，⾃分の考えをまとめる。 

・家族の⽣活と住
空間との関わり
が分かりについ
て理解してい
る。 

・家族の安全を
考えた住空間
の課題につい
て，解決策を
構想し，実践
を評価・改善
し，考察した
ことを論理的
に表現してい
る。 

B  
２. 
 
安
全
な
住
ま
い
で
安
⼼
な
暮
ら
し 

①家庭内事故
への備え 

 

1 B(6) 
アイ 

○家庭内の事故の種類と，その原
因を知る。 

○幼児や⾼齢者の安全を考えた住
まい⽅について⼯夫する。 

・年齢別による家庭内事故の特徴
を知り，安全に住むための対策
を考える。 

・家庭内の事故の
防ぎ⽅など家族
の安全を考えた
住空間の整え⽅
について理解し
ている。 

・住⽣活につい
て問題を⾒い
だして課題を
設定してい
る。 

・家族や地域の
⼈々と協働し，
よりよい⽣活の
実現に向けて，
住居の機能と安
全な住まい⽅に
ついて，課題の
解決に主体的に
取り組んだり，
振り返って改善
したりして，⽣
活を⼯夫し創造
し，実践しよう
としている。 

②災害への備
え 

2 B(6) 
アイ 

○地域さまざまな災害に備えて，
室内を安全に整備する必要とそ
の⽅法について理解する。 

・「⽣活にいかそう」にとりく
み，⾃分の考えをまとめる。 

・⾃然災害への事
故の防ぎ⽅など
家族の安全を考
えた住空間の整
え⽅について理
解している。 

・家族の安全を
考えた住空間
の課題につい
て，解決策を
構想し，実践
を評価・改善
し，考察した
ことを論理的
に表現してい
る。 

B  
３. 
 
持
続
可
能
な
住
⽣
活 

持続可能な住
⽣活をめざ
して 

1 B(6) 
C(2) 

○持続可能な社会の実現に向け
て，さまざまな住まいと住まい
⽅の⼯夫があることを知る。 

・持続可能な住⽣活のために，課
題を⾒つけ，改善⽅法を考え
る。 

 ・社会や環境に
配慮した住⽣
活について問
題を⾒いだし
て課題を設定
している。 

・社会や環境に
配慮した住⽣
活について考
え，⼯夫して
いる。 

・⾃⽴した消費者
として，社会や
環境について，
課題の解決に主
体的に取り組
み，⼯夫し創造
し，実践しよう
としている。 



【2年】題材 
時
数 

指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度

C 
１. 
 
家
庭
⽣
活
と
消
費 

①消費⽣活の
しくみ 

 
 

1 C(1) 
アイ 

○物資とサービスの特徴がわか
る。 

○消費⽣活のしくみがわかる。 
・「わたしの興味関⼼」で⾃分の

⽣活をふり返りながら，消費⽣
活・環境に関する考えを深め
る。 

・⾃分の⽣活を⽀えているものに
ついてあげる。 

・物資・サービス
について理解し
ている。 

 

・物資・サービ
スの購⼊につ
いて問題を⾒
いだして課題
を設定してい
る。 

・商品（物資・サ
ービス）の選択
と⾦銭管理につ
いて，課題の解
決に主体的に取
り組んだり，振
り返って改善し
たりして，⽣活
を⼯夫し創造
し，実践しよう
としている。 

 
 
 

②家庭⽣活に
おける収⼊
と⽀出 

 

1 C(1) 
アイ 

○収⽀のバランスをはかり，計画
的に⾦銭管理する必要があるこ
とがわかる。 

・優先順位を考え，⾃分にとって
の計画的な⾦銭管理とは，どの
ようなことかを考え，まとめ
る。 

・「⽣活にいかそう」にとりく
み，⾃分の考えをまとめる。 

・計画的な⾦銭管
理の必要性につ
いて理解してい
る。 

 

・物資・サービ
スの購⼊につ
いて問題を⾒
いだして課題
を設定し，解
決策を構想
し，実践を評
価・改善し，
考察したこと
を論理的に表
現するなどし
ている。 

２. 
 
購
⼊
・
⽀
払
い
と
⽣
活
情
報 

①いろいろな
購⼊⽅法 

 

1 C(1) 
アイ 

○店舗販売と無店舗販売の特徴が
わかる。 

・店舗販売と無店舗販売（通信販
売）の⻑所と短所について話し
合い，発表する。 

・購⼊⽅法や⽀払
い⽅法の特徴が
分かり，計画的
な⾦銭管理の必
要性について理
解している。 

・物資・サービ
スの購⼊につ
いて問題を⾒
いだして課題
を設定し，解
決策を構想し
ている。 

・計画的な⾦銭管
理について，課
題の解決に主体
的に取り組んだ
り，振り返って
改善したりし
て，⽣活を⼯夫
し創造し，実践
しようとしてい
る。 

 
②購⼊前に知

っておくこ
と 

 

1 C(1) 
アイ 

○売買契約について問題発⽣の原
因や予防⽅法を含め，理解す
る。 

・契約の意味やルールをワークシ
ートにまとめる。 

・売買契約の仕組
みについて理解
している。 

 

③いろいろな
⽀払い⽅法 

 

1 C(1) 
アイ 

○即時払い，前払い，後払いの特
徴を理解し，利点と問題点を理
解する。 

・三者間取引の仕組みや，キャッ
シュレス化の影響について理解
する。 

・⽀払い⽅法の特
徴が分かり，計
画的な⾦銭管理
の必要性につい
て理解してい
る。 

 

④情報を活⽤
した上⼿な
購⼊ 

1 C(1) 
アイ 

○⽣活情報の収集や活⽤のしかた
を理解し，⽬的に合った商品を
選ぶことができる。 

・商品を購⼊するときは，情報を
集めること，価格だけではな
く，品質，表⽰やマーク，環境
などを検討し選択することを考
える。 

・「⽣活にいかそう」にとりく
み，⾃分の考えをまとめる。 

・物資・サービス
の選択に必要な
情報の収集・整
理が適切にでき
る。 

・物資・サービ
スの購⼊につ
いて，解決策
を構想し，実
践を評価・改
善し，考察し
たことを論理
的に表現する
などしてい
る。 



【2年】題材 
時
数 

指導 
要領 ○学習⽬標 ／・学習活動 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度

３. 
 
消
費
者
被
害
と
消
費
者
の
⾃
⽴ 

①なくならな
い消費者被
害 

 

1 C(1) 
アイ 

○消費者被害の現状や背景につい
て理解し，予防の⽅法がわか
る。 

・教科書や地域の消費⽣活センタ
ーの資料から中学⽣に多いトラ
ブルの内容を知り，⾃分の経験
を発表する。 

・消費者被害の背
景とその対応に
ついて理解して
いる。 

 

・⾃⽴した消費
者としての消
費⾏動につい
て問題を⾒い
だして課題を
設定してい
る。 

・消費者被害の対
応について，課
題の解決に主体
的に取り組み，
⽣活を⼯夫し創
造し，実践しよ
うとしている。

 
 
 
 
 
 
 
 
・よりよい⽣活の

実現に向けて，
消費者の権利と
責任について，
課題の解決に主
体的に取り組ん
だり，振り返っ
て改善したりし
て，⽣活を⼯夫
し創造し，実践
しようとしてい
る。 

 

②消費者を⽀
えるもの 

 

1 C(1) 
アイ 

○消費者を⽀えるしくみについて
理解できる。 

・消費者を⽀える機関や法律の必
要性を知る。 

・消費者被害の背
景とその対応に
ついて理解して
いる。 

 

 

③消費者の権
利と責任 

1 C(1) 
アイ 

○消費者の権利と責任について理
解し，⾃⽴した消費者をめざ
す。 

・消費者の８つの権利と５つの責
任を⾝近な事例等を通して理解
する。 

・「⽣活にいかそう」にとりく
み，⾃分の考えをまとめる。 

・消費者の基本的
な権利と責任に
ついて理解して
いる。 

 

・⾃⽴した消費
者としての消
費⾏動につい
て，解決策を
構想し，実践
を評価・改善
し，考察した
ことを論理的
に表現するな
どしている。 

４. 
 
持
続
可
能
な
社
会 

①消費⾏動が
社会に与え
る影響 

 

1 C(2) 
アイ 

○購⼊を通して消費者の⾏動が社
会や環境に与える影響について
理解する。 

・⾃分たちができるエシカル消費
について考える。 

・⾃分や家族の消
費⽣活が環境や
社会に及ぼす影
響について理解
している。 

 

・⾃⽴した消費
者としての消
費⾏動につい
て問題を⾒い
だして課題を
設定してい
る。 

・よりよい⽣活の
実現に向けて，
社会や環境につ
いて，課題の解
決に主体的に取
り組んだり，振
り返って改善し
たりして，⽣活
を⼯夫し創造
し，実践しよう
としている。 

②消費⾏動が
環境に与え
る影響 

 

1 C(2) 
アイ 

○環境に配慮したライフスタイル
を選択し，実践できる。 

・環境を考えて家庭でも取り組め
ることを具体的に考える。 

・⾃分や家族の消
費⽣活が環境や
社会に及ぼす影
響について理解
している。

 

③世界の国々
と連帯した
持続可能な
⽣活の創造
へ 

1 C(2) 
アイ 

○持続可能な⽣活にするために，
⾃分たちができることを考え
る。 

・SDGｓの特に１２の⽬標におい
ての⾃分の取り組み⽅について
考える。 

・「⽣活にいかそう」にとりく
み，⾃分の考えをまとめる。 

・⾃分や家族の消
費⽣活が環境や
社会に及ぼす影
響について理解
している。 

・⾃⽴した消費
者としての消
費⾏動につい
て，解決策を
構想し，実践
を評価・改善
し，考察した
ことを論理的
に表現するな
どしている。 

 


